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１. 背景 

中心静脈カテーテル(CVC)留置術は様々な用途

で使用される重要手技の一つであるが、合併症は

軽微なものから死亡に至るものまで様々である。

これまでの CVC 留置術は超音波ガイドなしにい

わゆる“ブラインド法”で鎖骨下静脈に挿入留置

する方法が一般的であったが、手技に起因する重

篤な合併症を引き起こす可能性が高いため、近年

では超音波ガイド下に内頸静脈に留置する方法

が主流となっている。本学では卒後臨床研修セン

ターが年 2回研修医対象の全体講習会開催してい

る他に、医療教育開発センターでは研修医を対象

に超音波ガイド下頸静脈挿入法の少人数制の個

別講習会を開催している。今回 2013 年からのア

ンケートを検討し若干の知見を得たので報告す

る。 

 

２. 対象・方法 

2013 年 1 月から 2014 年 5 月までに CVC 個別

講習会はスキルス・ラボで、シミュレータを用い

て実際に臨床で使用する超音波装置、器材で、原

則月 2 回、1 回につき 90 分、2～3 名の受講で計

32 回開催した。医療教育開発センターが推奨する

講習会の受講は少なくとも 3 回の受講で、Step1
は解剖、手技を細かに分解して理論を交えた講義

とともに、シミュレータで練習を行っている。

Step2 は実際の臨床を意識して患者への声掛けを

加えてシミュレータで練習し、途中で止めること

なく一連の手技をビデオ撮影して、ビデオでフィ

ードバックを行っている。Step3 は試験モード（基

礎知識の筆記試験と実技試験）である。今回、の

べ 53 名の受講者に対して講習会終了後にアンケ

ートを実施した。 

また、当センターでは地域医療連携センターと

協力して、徳島県立中央病院、徳島市民病院で研

修する研修医の支援も行っており、県立中央病院

は 7 月 24 日、8 月 4 日に、市民病院は 4 月 28 日、

5 月 15 日、5 月 22 日に特別講座を開催し Step1～

3 を行った。 



 

３．結果 

アンケートを行った 53 名のうち、研修医 1 年

目：37 名、2 年目：6 名、3 年目以上：10 名で、

受講愛数は 1 回：40 名、2 回：13 名であった。

受講者の背景は本学卒後臨床研修センター：19
名、県立中央病院：14 名、徳島市民病院：7 名で

あった。参加動機としては 42 名（79%）が技術

取得のためで、11 名（21%）が上司・施設の勧め

であった。 
卒後臨床研修センター：19 名、県立中央病院：

14 名、市民病院：7 名であった。 
講習会に対する評価は 100％が大変良かったと回

答し、「今後の診療に役立つか？」は 94％が全く

そう思う、6％がそう思う、「インストラクターは

どうか？」、「この講習会を後輩に勧めるか？」に

は 100％が大変良かった、まったくそう思うと回

答した。改善点としては、鎖骨下静脈挿入法の講

習の希望が見られた。 
 自主記載では 1 回目受講者は「一連の流れが体

験でき覚えることができた」、「一つ一つの手順に

意味・理由があることが理解でき、手順が論理的

に記憶できた」、「手順を体で覚えられた」、など

手技の手順に関するものが多かったのに対して、

2 回目受講者は「前回よりもスムーズに行えた」、

「声掛けの質、量、エコーの使い方に気を付ける

ことができた」、「安全面を考えることができた」

など 1 回目より臨床を意識した感想が得られた。 

 
４．結語 

このような個別講習会は個人のペースで技術

取得が可能で、シミュレータを用いて何回でも練

習が可能であることから、集中して理論と手技を

学ぶことができる利点がある。今後は本学研修医

に対する指導はもちろんのこと、地域連携も含め

て徳島県下の研修医、医療人を対象に様々な講習

会を開催する予定である。  
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